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大天橋と呼ばれる大型砂州.その基部の米子平地， 日野JII扇状地h大IlJ火山降下物の分布域など.鳥取県
西部地域は地形的にも地質的にも非常に特徴を有している.鳥取地蜂データベースに関する研究委員会では

県下を 3プロックに分割して鳥取県東部・中部の作業が完了している.本報は最終ブロックである図書官地減

の地盤特性を 1130本の土質柱状図を用いて3次コードメッシa線治いと.河川，道路沿い断面及び浅層地盤

の土質パターン関.浅層地盤のN値分布図.支持層までの土質パターン図の作成を完了した内の.4つの地形
的特徴を持つ地盤断面図及び，各パターン図を示し本地域の地盤特性について考察する，

キーワード:地盤断面図，土質パターン.ボーリング.N値 OGC:Cω

L はじめに

鳥取県雄輔図の作成は、地盤工学会中国支部第1種

研集護員会、鳥取地獲データーベース作成に関する研

究委員会(委員長:木山英郎)のもとで1989年よ
り作業が始まり、鳥取県東部・中部が完成している。

本報告では、地盤情報の電算化のための基礎研究資

料として土木工事を考えた土質パターンやN値分布、

並びに地盤断面図を作成して低平地の土質構成と基本

的な土質工判明舗の図化を試みたものである。

鳥取県西部地岐においてはこれら土質パターンと地

盤阪面図の作図を1130本のボーリング樹犬図を用
いて実施したものである。 地盤断面図は、 3次コー
ドメッシュ沿いに70断面、河川沿い4断面、道路沿

い2臨時面、計76断面、総延長距離520kmの;長大
な断面図となった。 これら作図の方法と地直観折面図

の結果について述べる。

2.地盛g面闘の作戒
2. 1 地盤断面図の作成
断面図は、図-1-2のように1/25.000の
地形図の東西~酎ヒを各々10分割し (3次メッシュ)

この区直線上の断面および河川、道路沿いの断面を作

成したものである。 使用した1/25. 000地形
図は、図-11こ示す7図幅でありその区画融の名称は、
南北方向に大文字、東西方向に小文字のアルファベッ

トを配し、それぞれ~tおよび東へ向かって昇順で表し

た。 断面図の縮尺は、縦1/1.000、
横1/2O. 000とした。 また地盤断面図に示す
地質区分は、表-1、図-3に示すように鳥取県東部

・中部と統牲を持たせるために鳥取県J榔の低平
地 Uに習い作成したものである。 尚3次メッシュ

は、笑覧雑1130mx920mであり、西部地域の
低平地を約1km閥踊で裁断、作図したものである。

2. 2 各種パターン図の作成
地盤の土質構成を深度0-5mまでの浅属地盤(関
心と深層地盤{図 6)とに分けて、また浅層地

盤に対応するN値分布を(図-5)として作成した。
この3つのパターン図は、 3次メッシュを更に10分
割して113mx92mの4次メッシュを用いて直近
のボーリング柱状図を読み取り作成したものである。

しかしこの4次メッシュはあまりにも小さし辛i蹴し

にくいために4次メッシュ4コマ分約200m範囲内
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鳥取県西部の低エF地における地盤凶の作成

にあるデーターの平均値とした。 また、米子市街拡

大留は3次メッシ_CJr_4コマ分iこ該当しi柱状間室長中飽所

{脳宣物)を示したものマ?ぬる。 尚、このパター

図は表 -~4!こ示すように 5つめパターンに分類し

者~Ql一日号で各メッシ-"'，こ;示した。

3即断務総域め士賢一iさと珍;および語勝弘増額四綴繋
:3 1 士J江区:カおよと間長賞の統受
県下の平安訓話擦をま路氏す一る第土憶は、表 1 

のようにす;められる~} この或は、鳥取民総選定問引

もとに樹立H'iol武したもの?みか，主綴j議止:供給憾の区

分は約 1 年詰縦文淑il~販とーした。 尚、ぶ中の

あ虫j]';.区:会計およびJIii区は、図 a ~ ~ζ示

尚部地域の局!日計士、 iヒよりi穏に向けて弓浜半島
下低地 I扇状地対tIおよぴ第三紀245殻岩瀬へ

と絞きj鶴次機長も高くなるの 地域内の蕊書室宕額i士、

l1i~三紀_._自立F紀のJE長雲隠醐自が南部地或~;:.Ji!.られ.~

i幽除法ι勝寺会足当額、長治紋岩瀬、まJc以下鳥桜i誌へ

東町(大都島工島〕の織機一五純一泊ぶ諒請がぉ:益事整

官で、その M立に諮問紀洪後援~沖i鈴総がj学く絞捜し

て現地形を形成して戸いるの 2手あま騒の。槌j戦主、

半島i部では袋詰i3の皆生温泉で L-'60 "{ m、先

端部の境水道付近でもGL 十 o こ議して一議緩岩上
を主義っている。

3. 2 糊ちの額要

P品{~京 Fì主、鳥取砂Ií: (東齢、条砂丘 (1阿部、

弓ifi;半島〈西部分と砂 l:i~砂州にJ.Hまれた訟lÏÍ'i!線をも

ち烏成員長、丘は瓦慌己念物!こ臨むされている。 西部

地域における弓浜半島は日本ーを代表ーする砂州であり、

長さ 18k郎、幅4 mと、;メミの縞立を'はるかにしの

ぐ大友檎とも呼ばれるべき空沖積':Hこも意義の高い地援

である。 この代表的地形である弓浜半島滋久米イ{認;

;地、および日野川扇状地について述べる。

~~j浜半島部は日野JIIの!U:妙読が美保誌の沿岸械によ

ってj頗i'K.弧状に付一滋した酬tであり、平抑寺千悩持』こ

半島を形成した。 その基盤岩は、 3様子市北西部の彦

名地内(粟島〕で見られるのみで全て砂が表騒を覆っ

ている。

米子抵地は、中海の湾察部に位置し、北東部の山iこ

遮られて日野111の扇状地地銭物および治岸流による砂

州形成が行われなかった溺谷低地とも呼ばれる地域で

ある。

日野III鼠状地は、岸本を頃点とする扇状地群であり

現、師臼11石岸丘陵裾部より現、日野)1佐岸部までの

東西2km、南jヒ7kmの磯質土の卓越した地域て鳴

る③ これらの外胤童話にはその他の徴繍倣f点在して

いる。 ここでは 3つの代表的な lilJ.l~の断面と各パタ

ーン閣を取り上げる。 まずパターン図としては、浅

層線機のごし賀、浅感地盤のN鎚分布、およひ支持震ま

での k震を5段階に分類した。 また地蜂:断函!?~として

は間一 7の場感地慌の地盤員長雨閣として (a)南j仁lj
iijIX j 断面と:1主幹西方向 5 躍すf面五戸惑{~;烏先端

部び代表i桝liとしそ亡、米子地肢の地盤蜘掛川ペ
I~J' に示合尚北j守ïi>IF 2断面の半島砂鮒~米L

Ff[.I樹立1のものと( 9，;!干ititilrijr 断6涯の米子低地
ロ野扇状地閣のものを代表紙面として掲げる。

札結果

4_ 1 波踊地憾の土質パタ-

AL層地擦の上野叩ーンは表一
立uFL'iまの i二J震を5つのパ!ターンiこ分類して評価

るものであり、その特徴は次のようそあるか

弓民半島全域では記長め分布、昭殺i鎚ト物内雨干拓地

は i…4のパターンが多く昆られ、談話量土砂によ-，
られたこと捨五fiiJい知れる。

日吉津低地では表屈に粘土の分布、パターン2が多

く見J雲まけられる。
編市~青木団地闘ではJ ターン1および2が主4本E

あり、大山火山降下物のー量生iこ言う「ミゾ二UIこ類似

する供給粘土が分布する。

米子捲から足芸名干拓地にかけての中海海底では粘土

が tであり、波~!+IÌf軽水戸jにかけては砂か主となる。

米子市街itJlでは取進~海底が繰り是正されたために l

，-のパターンが政織に入り組んでいる。

市街地の北東側は級官、寺山~勝田山~高島犀~米子

絡を結んだ綴の舛側』こ当たり、弓浜半島の綾部の砂州

堆縞物として砂の分布が見られる。

4_ 2 浅魁封蝋;の則的}布

浅層地盤のNf!由主、士宮パターンと同嫌に5m以践

のN値の平均値を513臓に分類して示す。

図 51こ示すように弓佐手島北部ではそのほとんど

がN値11~20の[中位のj 紹対窮度を示す砂層ても

外江~援の古砂五ーでは21-30とやや高い価になっ

ているG

弓浜半島北東端の昭和田r-竹内干妬地では粘性1ニの
分布する阪域でN値10以下と[非常に軟らかい--rll

位のlコンシステンシーを示し、砂層の分布する区域

では 6~20 とやや高い傾向にある。 この干柘地で

q
u
 

q
d
 



吉野・富山・藤村

国-a 中海臨海地帯地j島区分 5)

関-.b 地名位置関

A
斗
&
つU



鳥取県西部の低平地における地盤図の作成
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鳥取県西部の低平地における地費量図の作成

調師絢
y413!l>'ヤ.，

， ， 

-， ... 4 O~.':;:6') 

!-~ " 

u4 C:，5'27') 

s4 s5包26'j

議-.4 探!覇地盤のこと質~分表

-37 



吉野・富山・藤村

は、 CBR試験でも値のバラツキが多い。 認を諜埋立
時の送泥静土IB日付近には比重の重い砂が集積し、ま
たシJ'"ト等はその外周部iこ説識して値にバラツキカ性

じるものと4思われる。

境1料援でNi直30以上の箇所が貝られるが、これは
基暴露岩の風化搭が海底面一ド浅く分布していたためのも

のと考えられる。

日野JII左岸より半島中央部にかりではN値6--30
以上の[緩い~密なj砂が分布してーいる。

緩い砂の分布は中海側の1日汀線れい近、中央部の堤間

低地、および臼野JII河口左岸部にj見{られる。 中海側の
それは米JII開通叫滋以後の[砂流Lr-砂上げJ4)酬と
呼ばれるi.rF日新制3新田干拓の影響とお考えられる。
中央部の堤間抵地では、地下水位:が地表面に:iliくま
た微粒砂~シルトの混入によりfl立が低くなったものと
考えられる。

日塁打11の河口付jl[では、河川回駐日寺の組i粒二上残留地
でN~自治略い。 また同付近においてNf漬か高い部
分は、披露土の分布箇所となる。

日野;11扇状地では概ね20以上の値となるが、 u註f
津低地て=は 6~-1 0の i緩いJ初対密度である。
福市~青木団地問はは~õ常に軟らかい--，村立の|コ
ンシステンシーの粘性どでヰJ1怒と!日j等な績である治私、

の草抗議による植のバラツキが是認められる。

中浦水門付近の海底面下では、陸上のN値とほぼ同

等~若干高い値となる。@のみの単闘で水締めの状

態にあるものとも考えられる。

米子市針地では低地内のN11俸はほとんど全て5以下
の軟弱地感となる。 ここでも砂の混入選による鑑の

パラツギが見浸けられる。

4ぬ 3 X持層までの土質"，i:ターンと分布
支持層までの土質パターンは、表~ 41こ示すように

5つに分類じと調べる。 関-61こ示すように弓浜半

島中央部においては重要(量〉構道物がえ工く、また浅

j留めNli勧'10以上となる所が多くある。 弓主主主ド烏
の越底にはi*結i庄の j中J副議iω とIL務!止の!弓が浜
j爵J".1の2つの粘性土揺があり、これらに速し江い内
に支持闘が111る場合も多くある。 なお支持層とみな
ttる油機の附随としてはN髄30則、1:号告ら郎、 50以
上をi3m程度どする。 鳥取県地獄留めLm層ではN
値30程度で打ち止めをした事例も多く見られるが、
今回は鳥取県地盤図iこ習って、 Lsl替の下位に分布す

る Lm層でしms~Lmglこ相当する硲曜、昨貫主に

対してはN値が30程度であってもパターン3の砂の
みと言F価した。
弓浜半島北部では砂~粘Iこというパターン4がほと

んどであり、明和町、竹内 f工事石地においては 1~2 の

パターンが多く見られる。

.!jþ恒箆内のパターン 3 は説書量主~のl立}こに紗騒が務く

被援している。

半島中央部では前述のように最大50m程度のボー
リングによれば表爆から全て磁掛被いている。

皆生、臼吉津、および日野JlI扇状地では砂~礁の機
議物が支持地盤となり、青木団地付近ではバターン1
~2の洪議粘土の下位に支持地盤がある。

弓浜半島の西側(!jl海の海底;II語刊では 1--2のパ

ターンが土体であるが渡Hfi地以北では4の紗~粘土
というパターンが多い。

米子市街では観留守~鯵l11Lli-高島屋~米子港を結

んた‘区域の北東側では 3~4 のパターンが多く、その

内側では1--2のパターンとなり陶長粘上の分布治{f，:ij
いj高対もる。

4. 4 地盤断面図
地鍛断面閣は境港のX1とむ 5断面、米二子O)F2と

r 4断i函の4陸訴訟jを代表断面として掲げて述べる。

江ょおi殺が南itjjliiJ、下段が主義flJI:iJjl臼iの断面ーと各々 交
差する。

1) 境港地区の地盤断面(閤 7 a， b) 

圏_711.， X 1爾j仁右向紙面は、境水道から米子宝

潜までも計202ドの住状図を、閉じく幽 7 b， むら東

江島から竹内二円石地まで20本の柱状
図を慈iこ作成した。

1街頭は50m以上のデーターが5*もあり、洪
積揺の分布が明らかとなるoLc，Lmc等洪積粘土
j霞は:ltにその層厚を憎し、~側ではその上位iこ Ls の

分布が見られる。 支持層と成り得るLmg最下部盤整
資土魁は、機高 50m以深に111現している。
e5断面は弓浜半島袋横断するように作成したもの

で、 Us~'Lsj惑が. 20m付近まで*平1::::~'，j"~JLて

いる。 [~1海側では 20m付近から大掛島~江島の
延I主である;組編玄武岩が出現し、東側の竹内干拓地で
は!日海底言語まで最上部粘性土で埋め立てられている。

c 5とXlの長2J2L付近は、 50m以 tの本は主図が

山 .'I:JI階、j閥単l顎O'lS9)時j糊111:[翻l峨紛ら喰f厳重覇して駄遣制全長20kmt蹴j噴織として麟dt此幻沼11，
4)醐 調II~事抱羽その繍般糊Lr.臨時番邸機をI嚇議L齢離しむ(輸し胸)まm(主 3掛必勝を鑑t杭隣蹴に市街Í1t.，

._ 38 ._ 
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鳥取県西部の低平地における地盤図の作成

c 5断面上iこないことからじら断耐のLmc騒が火付

で cの下位にL1TISが現した。 ついでXH続出
で見てもし c踏の下!こLm 層の分布することがわか
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